
◆
地
区
町
会
連
合
会

会

 

長
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

副

会

長
石
井　

辰
寛
白
板
宮
本

副

会

長
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

会

 

計
大
堀　

紀
子
巴
　

町

監

 

事
越
場　

達
祐
放
光
寺

監

 

事
和
田　
　

稔
城
西
町

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
石
井　

辰
寛
白
板
宮
本

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
中
村　

清
美
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
藤
原　

千
尋
宮
崎
町
　

◆
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

支

会

長
中
澤　
　

茂
折
井
町

副
支
会
長
中
村　

清
美
宮
渕
日
向

理
　

事
田
中　

紀
夫
白
板
中

会
　

計
岩
倉　

隆
志
駒
　

町

監
　

事
青
栁　

元
彦
宮
渕
本
村

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協
議
会

会
　

長
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

副

会

長
越
場　

達
祐
放
光
寺

監
　

事
山
本　

孝
雄
白
板
南

◆
福
祉
ひ
ろ
ば
企
画
委
員

１
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
石
井　

辰
寛
白
板
宮
本

２
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
中
村　

清
美
宮
渕
日
向

３
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
古
市
昭
太
郎 

蟻
ケ
崎
西

４
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
藤
原　

千
尋
宮
崎
町

◆
地
区
子
ど
も
会
育
成
会

会
　

長
田
中　

紀
夫
白
板
中

副

会

長
山
本　

孝
雄
白
板
南

監
　

事
岩
倉　

隆
志
駒
　

町

◆
地
区
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会
　

長
青
栁　

定
夫
宮
渕
新
橋

◆
衛
生
協
議
会
町
会
担
当

担
　

当
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

◆
明
る
い
選
挙
推
進
代
議
員

幹
　

事
手
塚　

義
雄
宮
渕
東

担
　

当
和
田　
　

稔
城
西
町

◆
国
道
推
進
員

委
　

員
青
栁　

定
夫
宮
渕
新
橋

委
　

員
青
栁　

元
彦
宮
渕
本
村

◆
防
災
部
町
会
担
当

担
　

当
中
澤　
　

茂
折
井
町

◆
白
板
地
区
公
民
館

担
　

当
古
市
昭
太
郎
蟻
ケ
崎
西

◆
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

担
　

当
大
堀　

紀
子
巴
　

町

◆
顧
　
問

青
木　

茂
雄
白
板
宮
本

※
特
別
任
命
担
当

◆
緑
化
推
進
員

担
　

当
青
栁　

嘉
朗
宮
渕
本
村

◆
住
み
よ
い
町
づ
く
り
協
議
会

担
　

当
永
森　
　

満
白
板
中
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白板地区公民館
館報編集委員会

     （35）7740

４
月
20
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
た
町
会
連
合
会
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
協

議
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
総

会
を
皮
切
り
に
、
各
団
体
の
総
会
が

行
わ
れ
、
新
旧
役
員
の
交
代
も
終
了

し
、
白
板
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
向

け
新
し
い
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

 
令
和
６
年
度　

白
板
地
区　

町
会
長
役
割
分
担
名
簿

新体制
始 動

初
夏
の
日
差
し
の
中
、
八
幡
神

社
の
古
い
大
き
な
け
や
き
の
木
に

柔
ら
か
な
葉
が
の
び
、
茂
っ
て
き

て
い
ま
す
。
り
っ
ぱ
な
大
き
な
木

を
見
上
げ
な
が
ら
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
度
、
白
板
保
育
園
に

参
り
ま
し
た
、
百
瀬
弘
恵
と
申
し

ま
す
。
明
る
く
元
気
な
62
人
の
子

ど
も
た
ち
や
職
員
と
楽
し
く
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
4
月
よ
り
松
本

城
や
城
山
公
園
に
桜
を
見
に
散
歩

に
出
掛
け
た
り
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
に

乗
り
北
松
本
駅
近
く
で
電
車
を
見

た
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
の
散

策
を
重
ね
な
が
ら
、「
見
て
、
聞
い

て
、
触
れ
て
、
感
じ
て
」
五
感
を

働
か
せ
て
、
健
や
か
に
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
散
歩
中
の
に
ぎ
や
か

な
姿
を
見
か
け
る
事
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
優
し
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
面
で
地
域
の
皆
様

の
お
力
を
お
借
り
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
大

き
な
け
や
き
の
木
を
大
切
に
慈
し

ま
れ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
も
支
え
て
、
助
け
て
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白板保育園
園　長

百瀬　弘恵

令
和
６
年
度
白
板
地
区

町
内
公
民
館
長
名
簿

井
垣　

陽
子

宮

渕

東

赤
穂　

竹
司

宮
渕
日
向

輿　
　

朝
晶

宮
渕
新
橋

栗
田　

典
定

宮
渕
本
村

小
林
貴
美
枝　

放

光

寺

監　
事

蜂
谷　
　

泉

蟻
ケ
崎
西

会　
計

北
野　

町
子

宮

崎

町

副
会
長

須
沢　

恭
子

駒
　

町

藤
澤　

文
雄

巴
　

町

会　
長

山
内　

俊
輔

城

西

町

中
澤　
　

茂

折

井

町

鶴
木　
　

忍

白
板
宮
本

髙
山　

剛
正

白

板

中

澤
海
さ
つ
き

白

板

南

公
民
館
五
部
門
委
員
名
簿

●
運
営
委
員
会

◎
古
市
昭
太
郎

連
合
会
長

  

石
井　

辰
寛

連
合
副
会
長

手
塚　

義
雄

連
合
副
会
長

後
藤　

隆
一

元
連
合
町
会
長

青
栁　

嘉
朗

元
連
合
副
会
長

青
木　

茂
雄

元
連
合
副
会
長

青
柳　

美
一

元
育
成
会
会
長

山
本　

英
男
元
館
報
編
集
委
員
長

筒
井　

秀
子
元
町
内
公
民
館
長
会
会
長

井
垣　

陽
子
元
日
赤
奉
仕
団
団
長

●
文
化
委
員
会

◎
井
垣　

陽
子

宮

渕

東

胡
桃
澤
邦
彦

宮
渕
本
村

古
市
昭
太
郎

蟻
ケ
崎
西

須
沢　

恭
子

駒
　

町

大
月　

眞
弓

宮

渕

東

金
子　

久
子

蟻
ケ
崎
西

永
森　
　

満

白

板

中

須
澤
美
代
子

宮

崎

町

●
館
報
編
集
委
員
会

◎
小
林
佳
世
子

宮
渕
本
村

後
藤　

京
子

宮

渕

東

古
市
昭
太
郎

蟻
ケ
崎
西

鶴
木　
　

忍

白
板
宮
本 

丸
ノ
内
中
学
校
生
徒

●
館
報
全
市
版
委
員

　

町
内
公
民
館
長
会
副
会
長

須
沢　

恭
子

駒
　

町

●
図
書
視
覚
委
員
会

◎
青
木　

洋
子

白
板
宮
本

土
屋　

通
子

折

井

町

●
体
育
委
員
会

◎
青
木　

茂
雄

白
板
宮
本

鶴
木　

規
泰

白
板
宮
本

松
岡　

秀
典

宮

崎

町

木
下　

雅
己

宮

渕

東

赤
穂　

弘
樹

宮
渕
本
村

和
田　

鈴
子

城

西

町

田
原　

真
紀

蟻
ケ
崎
西

大
石　

淑
子

宮

渕

東

◎
は
、
委
員
長

４
月
27
日
（
土
）
16
時
よ
り
、

大
会
議
室
に
於
い
て
公
民
館
委
員

の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
閉
会
後
は
、
運
営
・
文
化
・

図
書
・
体
育
・
館
報
編
集
の
各
委

員
会
が
も
た
れ
１
年
間
の
取
り
組

み
な
ど
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
体
育
委
員
は
昨
年
に
引
き
続

き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や
田

川
児
童
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
会
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま

し
た
。

町会連合会町会連合会

子ども会育成会子ども会育成会

各委員会  熱心に話し合い各委員会  熱心に話し合い

代表で古市運営委員長へ 代表で古市運営委員長へ 
委嘱状交付委嘱状交付

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く

委
嘱
状
交
付
式
・
五
部
門
委
員
会



治
自

の
鐘

治
自

の
鐘

校
学
中
内
ノ
丸

㉞

五
月
人
形
飾
り
付
け

白
板
地
区
公
民
館
職
員 

　
公
民
館
長 

内
藤
　
哲
夫

　
主
　
　
事 

片
桐
　
史
門

　
事
務
職 

小
割
　
明
美

　
事
務
職 

渡
辺
　
明
子

　
以
上
の
体
制
で
公
民
館
業
務
を

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

的の真ん中を狙って  息を吸って一気に息を吐く的の真ん中を狙って  息を吸って一気に息を吐く
４月18日（木）公民館文化委員で五月人形の４月18日（木）公民館文化委員で五月人形の
飾り付けを行いました。事務所前の武者人形飾り付けを行いました。事務所前の武者人形
飾り一式は、地域の方より借用したものです。飾り一式は、地域の方より借用したものです。
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新
入
生
を
迎
え
て

４
月
４

日
に
入
学

式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
73

名
の
１
年

生
が
丸
ノ

内
中
学
校

に
入
学
し

ま
し
た
。
当
日
は
１
年
生
と
保
護

者
の
方
で
式
を
行
い
ま
し
た
が
、

翌
日
の
生
徒
会
入
会
式
で
は
全
校

集
ま
り
、
在
校
生
か
ら
校
歌
斉
唱

と
応
援
で
１
年
生
を
歓
迎
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
23
日
に
は
丸
中
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
行
わ
れ
、
１
年
生
も
参

加
し
全
校
で
体
育
館
に
集
ま
り
委

員
会
ご
と
「
理
想
の
中
学
校
生

活
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

ま
た
「
理
想
の
自
分
」「
理
想
の

ク
ラ
ス
」
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し

た
。
１
年
生
は
初
め
て
の
丸
中 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
参
加
で
し
た

が
、
グ
ル
ー
プ
内
で
積
極
的
に
意

見
を
発
信
す
る
姿
や
、
全
校
の
前

で
堂
々
と
意
見
を
発
表
す
る
姿
も

あ
り
ま
し
た
。

２
年
生
は
進
級
し
、
先
輩
と
し

て
今
ま
で
の
学
校
生
活
で
得
た
も

の
を
後
輩
に
伝
え
、
ま
た
お
手
本

と
な
る
行
動
を
心
が
け
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
３
学
期
に
は
生

徒
会
を
引
き
継
ぐ
立
場
で
あ
る
こ

と
も
意
識
し
て
生
活
し
て
い
き
た

い
で
す
。

３
年
生
は
学
校
の
顔
と
な
る
最

上
級
生
に
な
り
ま
し
た
。
後
輩
の

お
手
本
と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
自
ら
行
動
す
る
「
自
治
の

精
神
」
を
率
先
し
て
表
現
し
て
い

き
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
生
徒
会
大
目
標

は
「
繋
」
な
の
で
、
３
年
生
が
全

校
を
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
で
す
。

１
年
生
は
入
学
し
た
ば
か
り
で
、

不
安
な
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、

２
、
３
年
生
が
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
姿
や
行
動
で
直

接
１
年
生
と
関
わ
り
な
が
ら
、
１

年
生
が

充
実
し

た
学
校

生
活
が

送
れ
る

よ
う
に

手
助
け

し
て
い

き
た
い

で
す
。

入学式入学式

丸中ミーティング丸中ミーティング

サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水

北
ア
ル
プ
ス
信
濃
の
森
工
場�

�

＆�

大
町
山
岳
博
物
館

自
然
の
恵
み
を
学
ぶ

講　

師�

鈴
木
久
美�

先
生

�

天
野
悠
希
子�

先
生

登
録
受
講
者�

８
名

講　

師�

内
藤
哲
夫�

館
長

登
録
受
講
者�

10
名

講　

師�

古
市
昭
太
郎�

先
生

登
録
受
講
者�

12
名

新
・
岳
都

「
ウ
ェ
ス
ト
ン
と
上
高
地
」

４
15

４
月
25
日
（
木
）
大
町
市
の
「
サ

ン
ト
リ
ー
天
然
水
北
ア
ル
プ
ス
信

濃
の
森
工
場
」
と
「
市
立
大
町
山

岳
博
物
館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
で
は
、「
工
場
で
汲

み
上
げ
る
地
下
水
の
２
倍
の
水
を

森
で
育
む
」
と
の
目
標
で
活
動
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
大
町
・
白は

く
し
ゅ
う州・
大だ

い
せ
ん山
・
阿
蘇
の

各
水
を
購
入
し
て
飲
み
比
べ
て
み

ま
す
」等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

昼
食
場
所
の
近
く
の
農
具
川
で

は
、
芝
桜
が
咲
い
て
い
て
、
も
う

じ
き
満
開
に
な
り
そ
う
で
し
た
。

山
岳
博
物
館
で
は
、
嘉
門
次
小

屋
の
囲い

ろ
り
炉
裏
の
壁
に
架
け
て
あ
っ

た
猟
銃
と
ピ
ッ
ケ
ル
が
寄
贈
さ
れ
、

展
示
さ
れ
て
お
り
、
付
属
園
で
は 

「
チ
ン
グ
ル
マ
や
ニ
リ
ン
ソ
ウ
が
咲

い
て
い
て
、ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
カ
モ
シ
カ 

等
も
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
の

感
想
で
し
た
。

サントリーの水の工場は大町（北アサントリーの水の工場は大町（北ア
ルプス）、白州（南アルプス）、奥大山、ルプス）、白州（南アルプス）、奥大山、
阿蘇の４か所あり、ここでは全ての阿蘇の４か所あり、ここでは全ての
水を販売しています水を販売しています

暮
ら
し
の
花

４
12

新メンバー2人を加えてスタート。新メンバー2人を加えてスタート。
ラナンキュラスを中心に活けました。ラナンキュラスを中心に活けました。

健
康
吹
き
矢

４
26

上高地の春から初夏の花で「シウリザクラ」と上高地の春から初夏の花で「シウリザクラ」と
「ウワミズザクラ」の違いと見分け方は……「ウワミズザクラ」の違いと見分け方は……

「一・二・のサントリー」で集合写真「一・二・のサントリー」で集合写真


